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平成 29 年２月 17 日 

株式交換に係る事前開示事項 

 

名古屋市中区大須三丁目 30 番 20 号赤門通ビル 

株式会社メルコホールディングス 

代表取締役社長 牧 寛之 

 

当社は、平成 29 年 2 月 13 日付でアドバンスデザイン株式会社（以下、アドバンスデザイン）との

間で締結した株式交換契約（以下、本株式交換契約）に基づき、平成 29 年 3 月 6 日を効力発生

日として、当社を株式交換完全親会社、アドバンスデザインを株式交換完全子会社とする株式交

換（以下、本株式交換）を行うことといたしました。 

本株式交換に関する会社法第 794条第１項及び会社法施行規則第 193 条に定める当社の事前

開示事項は下記のとおりです。 

 

記 

 

１．株式交換契約の内容（会社法第 794 条第１項） 

別紙１のとおりです。 

 

２．会社法第 768 条第１項２号及び第３号に掲げる事項についての定めの相当性に関する事項 

（会社法 794 条第１項、会社法施行規則第 193 条第１号） 

別紙２のとおりです。 

 

３．会社法第 768 条１項４号及び第５号に掲げる事項についての定めの相当性に関する事項（会

社法 794 条第１項、会社法施行規則第 193 条第２号） 

該当事項はありません。 

 

４．株式交換完全子会社についての次に掲げる事項（会社法第 794 条第１項、会社法施行規則第

193 条第３号） 

（１）最終事業年度に係る計算書類等の内容 

別紙３のとおりです。 

 

（２）最終事業年度の末日後の日を臨時決算日とする臨時計算書類等の内容 

該当事項はありません。 

 



（３）最終事業年度の末日後に生じた重要な財産の処分、重大な債務の負担その他の会社財

産の状況に重要な影響を与える事象の内容 

該当事項はありません。 

 

５．当社において最終事業年度の末日後に生じた重要な財産の処分、重大な債務の負担その他

の会社財産の状況に重要な影響を与える事象の内容（会社法第 794 条第１項、会社法施行規

則第 193 条第１号） 

該当事項はありません。 

 

６．株式交換が効力を生ずる日以降における当社の債務の履行の見込みに関する事項（会社法

第 794 条第１項、会社法施行規則第 193 条第５号） 

本株式交換は会社法第 799 条第１項の規定の適用を受けないため、該当事項はありません。 

 

以上 



別紙１ 本株式交換契約の内容 

 

次ページ以降をご参照ください。 



 







別紙２ 会社法 768 条第１項第２号及び第３号に掲げる事項についての定めの相当性に関する事項 

 

当社は、本株式交換における会社法第 768 条第１項第２号及び第３号に掲げる事項について、

以下のとおりこれを相当と判断いたしました。 

 

１．本株式交換に係る割当ての内容 

会社名 当社 

（株式交換完全親会社） 

アドバンスデザイン 

（株式交換完全子会社） 

株式交換比率 １ 59.73 

本株式交換により交付する株式数 普通株式：115,340 株（予定） 

（注１）株式の割当比率 

アドバンスデザイン株式１株に対し、当社普通株式 59.73 株を割当交付します。 

（注２）本株式交換により交付する株式数 

当社は、本株式交換に際して、当社普通株式 115,340 株を交付する予定です。また、当

社の交付する株式は、全てその保有する自己株式にて対応する予定であり、本株式交

換における割当に際して当社が新たに株式を発行する予定はありません。 

 

２．本株式交換に伴う新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 

アドバンスデザインは、新株予約権及び新株予約権付社債を発行しておりません。 

 

３．本株式交換に係る割当ての内容の算定の考え方 

株式交換比率について、上場会社である当社の株式価値については市場価格法により決定

しており、東京証券取引所市場第一部における過去６か月（平成 28 年８月 15 日～平成 29 年

２月 10 日）の当社普通株式の終値平均株価である一株当たり 2,890 円としました。非上場会

社であるアドバンスデザインの株式価値については、利害関係のない第三者機関の虎ノ門有限

責任監査法人の算定価値及び今後の事業の相乗効果等を総合的に勘案して算定し、その結

果を両社間で慎重に協議のうえ一株当たり 172,622 円としました。 

なお、株式交換比率の算定の前提として、当社及びアドバンスデザインが大幅な増減益にな

ることや、資産・負債の金額が直近の財務諸表と比べて大きく異なることなどは見込んでおりま

せん。 



別紙 3 株式交換完全子会社の最終事業年度に係る計算書類の内容 

 

次ページ以降をご参照ください。 
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